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十
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年
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二
十
六
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提
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質

問

第

一

〇

号

環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
交
渉
参
加
並
び
に
参
加
後
の
交
渉
離
脱
の
可
能
性
に
対
す
る
政
府

の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

浅

野

貴

博
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環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
交
渉
参
加
並
び
に
参
加
後
の
交
渉
離
脱
の
可
能
性
に
対
す
る
政
府

の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

昨
年
十
月
一
日
、
当
時
の
菅
�
人
内
閣
総
理
大
臣
が
第
一
七
六
回
臨
時
国
会
で
の
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
、
環
太
平
洋
経

済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
つ
い
て
言
及
し
、
以
後
、
政
府
と
し
て
そ
れ
に
関
す
る
交
渉
、
そ
し
て
そ
の
枠
組
み
へ
の
参
加
を

目
指
し
て
い
る
と
承
知
す
る
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

現
在
、
我
が
国
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交
渉
並
び
に
そ
の
枠
組
み
へ
の
参
加
を
巡
り
、
各
種
団
体
は
じ
め
国
内
の
様
々
な
と
こ

ろ
か
ら
、
賛
否
両
論
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
す
る
。
そ
の
中
で
、
前
原
誠
司
民
主
党
政
調
会
長
、
ま
た
は

藤
村
修
内
閣
官
房
長
官
、
枝
野
幸
男
経
済
産
業
大
臣
等
、
民
主
党
、
そ
し
て
政
府
部
内
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
し
た

後
、
そ
れ
が
我
が
国
の
国
益
に
資
す
る
も
の
で
な
い
と
わ
か
っ
た
な
ら
、
交
渉
か
ら
の
離
脱
も
あ
り
得
る
旨
の
発
言
が
な
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
玄
葉
光
一
郎
外
務
大
臣
は
、
論
理
的
に
あ
り
得
る
が
、
実
際
に
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
旨
の
、

相
反
す
る
発
言
も
な
さ
れ
て
い
る
。
野
田
佳
彦
内
閣
総
理
大
臣
と
し
て
、
右
両
論
に
つ
き
、
ど
の
よ
う
な
見
解
を
有
し
て
い

る
か
。
野
田
総
理
と
し
て
、
我
が
国
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
し
た
後
、
交
渉
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
か
。

一



二

一
で
、
可
能
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
根
拠
を
示
さ
れ
た
い
。

三

野
田
総
理
と
し
て
、
交
渉
参
加
後
の
離
脱
も
あ
り
得
る
と
の
認
識
の
下
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
す
る
の
か
。

四

仮
に
我
が
国
と
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
参
加
を
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
離
脱
を
し
た
場
合
、
国
際
社
会
の
中
で
、
我
が
国

と
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
被
る
か
。
野
田
総
理
の
認
識
を
説
明
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


